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千島列島の金属鉱物資源

岸本文男

FUMIOKIs亘IM0T0

千島列島はクリル諸島ともよばれ北海道とカムチャ

ツカ半島の間に分布している･この列島を世界の自然

地理区分にしたカミってとり上げ金属鉱物資源の分布や

概況を紹介する.

この列島の鉱物資源については1945年以前には日本

の地質専門家カミ1946年以降にはソビエトの地質専門家

がそれぞれ調査を行いその分布や状態が次第に鮮明に

なってきている･今のところ千島列島に分布する金属

鉱物資源として紹介できるのはチタン砂鉄鉱･褐鉄鉱

銅･鉛･亜鉛鉱･モリブデン鉱･水銀鉱･金･銀鉱で

マンガン鉱クロム鉱もあるにはあるカミ大きくとり上

げるほどのものはまだ見つかっていない(第1図)

千島列島の鉱物資源に対する科学的な調査は明治24

年の北海道庁神保小虎技師明治26年の同じく横山壮次

郎技手明治27年の同じく石川貞治技手を先駆としたと

いってよいだろう.かの有名な群司成忠大尉が官を辞

して千島列島に入ったのカミ明治26年である.だカミ

ここで述べる内容は主として1946年以降のソビエト地質

専門家による調査報告でその足らないところを1945年

以前の日本の資料によって補足してある.詳しい地図

がない現状での不十分さはお許し願いたい･

亙.鉄鉱床

千島列島の鉄鉱床には次の4種のタイプのものがあ

る.

(i)海浜型チタン砂鉄鉱床

(ii)堆積型褐鉄鉱鉱床

(iii)残留ゴッサン型褐鉄鉱鉱床

(iV)熱水型赤鉄鉱鉱床

チタン砂鉄鉱床は千島列島の砂浜のどこででもみられ

るカミ稼行価値カミあるものはまだそれほど多く狂い.

その稼行価値の判定への参考として北海道噴火湾のチ

タン砂鉄鉱床の資料カミ用いられている.在お打線上

位や海成段丘上のものだけでなく沖合浅海部分にもチ

タン砂鉄鉱床がところによって発達しそれに対する調

査も進められているし採掘･選鉱･製錬試験か一部で
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行たわれ好成績をあげている.

堆積型褐鉄鉱鉱床は露頭の数が多いわりには規模や

品位に問題カミあって開発へのテストらしいことはまだ

どこでもやられていたい.調査か比較的詳しく行われ

た択捉島散布山(By瓜aHB0F凪aHXMe汎H仙K滅)のカ

ノレデラ内にある褐鉄鉱鉱床は千島列島中で最大のもので

あるがそれでも鉱量は50万tにすぎない.

残留ゴッサン型褐鉄鉱鉱床は火山の噴気孔付近に生じ

ているが小規模でいずれも稼行価値はありそうにも

クナツｰ

ない.熱水型赤鉄鉱鉱床は国後島(ocTpOBKyHam即)

にあるが脈幅がわずか1-3cmではどうしようもない.

ソビエトの専門家もこのタイプの赤鉄鉱鉱脈を全然問題

に世ず産状すら明らかにしないので大型のこの種の

鉱脈の存否を予測することはまず無理である･

I.て.チタン砂鉄鉱床

千島列島のチタン砂鉄鉱床は堆積海岸帯に分布する･

海岸帯への砂の供給源は主に海岸の削剥物部分的に

は火山の火砕物である･その砂を構成している鉱物の

種類から千島列島のチタン砂鉄鉱層を胚胎する漂砂を分

類すると次の3種になる｡

第2図択捉島散布半島の知命幌褐鉄鉱鉱床

手前から上方の白い崖の横まで続く灰色の部分が

すべて褐鉄鉱の露頭である.

(i)第四紀の軽石と軽石質凝灰岩の機械的放分解に

よって生じた磁鉄鉱一輝石一斜長石構成のチタ

ン鉄鉱を含有するポリミクト砂

(ii)新第三紀の凝灰質堆積岩の機械的な削剥によって

生じた磁鉄鉱を含有する斜長石主体の砂

(iii)火砕物の地出によって生じた磁鉄鉱を含有する

火山成の砂

磁鉄鉱とチタン鉄鉱に當んでいるのはli〕のタイプの漂

砂で千島列島にある比較的規模の大きいすべてのチ

タン砂鉄鉱床は(ilのタイプのものである.

現在のところ千島列島には20以上の海浜チタン砂

鉄鉱床カミ知られている.その分布は北千島中千島

南千島の各鉱床生成域にまとめられる･その申で鉱床

の規模と鉱石の品位がもっともすぐれているのは南下

高チタン砂鉄鉱鉱床生成域である.

I.1.1.南千島チタン砂鉄鉱床生成域

この生成域のチタン砂鉄鉱床は北沢提鉱床群中沢

目フエト何フエト口フクナシリ

捉鉱床離酉択捉鉱床群南択捉鉱床群南国後鉱床群

クナシ凹クナシ叫

の5群にまとめられる.南国後鉱床群は国後島にそ

のほかは択捉島(ocTp0BHTypyn)にある.

呂トロブハギナカギ目ジョウヒガシルチャル

北択捉鉱床群は浜中漁場一東留茶留地峡(ソビエト名

nepe㎜eeKBeTpOB0直)の太平洋岸とオホｰツク海岸*

の合せて5鉱床から成っている(第3図)･

オナイハモンベツ鉱床(PyHapcKOeMecTOpoxハeHHe)は

上記の地峡のオホｰツク海海岸の東部にあって明治24

年に北海道庁の神保小虎技師カミ1954年と1965-1967年

にA.Ya.チャリフとYu.G.チェブリコフが調査した･

同地の海岸にそって砂鉄鉱層カミ数k蛆(2-3k㎜?)も連

続するものであるが平均したその幅は大きくたい.

チタン砂鉄を含む漂砂層は砂浜と2列の砂丘を作ってい

てその漂砂鉱層の厚さは最大26mであるが平均すれ

ば3.5mである.

チタン鉄鉱と磁鉄鉱を含む漂砂は粒径0.2-O.4㎜mの

中粒質で分級度カミ高く層理も鮮明である.この種

の漂砂層の磁鉄鉱含有率は5-85%であるカミとくに磁

鉄鉱の含有率カミ高いのは砂浜の漂砂層の場合である･

その磁鉄鉱は一般に粒径0･1-O･5㎜mの単体で存在し

ほとんどが微細な鱗灰石磁硫鉄鉱尖晶石ときには

同じく微細狂チタン鉄鉱を包有し化学組成では3価の

鉄の含有率が高い含チタン型に属するものである･

チタン鉄鉱は粒径0.1-0.2mmの単体で多くの場合

*ソビエトはこの地峡のオホｰツク海岸側の口の広い湾に

3a孤HBπpocT0p(プロストル湾)の名を与えている･�
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策1表鉱物別のア､TiO.V望05の配分(Geo1ogyofUSSR,vo1.XXXI,1977)
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六方晶系の板状結晶の理想形に近い形で存在するという･

漂砂層中のチタン鉄鉱含有率は最高5%でそのチタン

鉄鉱そのものは3価の鉄の含有率が低いタイプのもので

ある.

この鉱床の有用成分であるFeTiVは主に磁鉄鉱

とチタン鉄鉱に含まれている(第1表).

砂鉄鉱層はチタン鉄鉱と磁鉄鉱に富んだ灰色の砂層

とチタン鉄鉱･磁鉄鉱に乏しい長石に富んだ中粒

質･雑粒質の砂層との周期的な互層でその各砂層の厚

さは数皿mから10-15cmである･本鉱床の北東部に《黒

砂》とよばれる総Fe品位53%前後の富鉱層が集中し

鉱床中央部では総Fe品位カミ10-12%に下カミり南西部で

は少し上って19%前後になる(第4図)･

この鉱床の砂鉄の選鉱試験カミ“ウラル有用鉱物機械処

理科学研究所"で灰色の砂鉱3･1tと黒砂3･6tを用

いて行なわれ総Fe肌5-59.7%TiO･9.8-10.0%

V･O･0.41-0･42%の精鉱が得られたとのことである.

さらにソ連科学アカデミｰウラル支部化学冶金研究所

の資料によると本鉱床のチタン砂鉄はうまく焼結し

規格通りの焼結鉱が得られ電気炉での熔融によってV

を0.35一α43%含有した銑鉄とTiO･を35-38%含有

したスラッグカミ得られる.そのスラッグは酸に溶けや

すくTi02を抽出しやすい.

レイドヴォ鉱床これも前記の地峡のオホｰツク海岸別

飛(Pe姑0B0)の東方3km付近にありオナイハモン

ベツ鉱床の酉8k血付近に位置する.この鉱床は1966

年に試錐を用いて探査されたと記録されているが予察

をしないでいきなり試錐を行狂うとは考えられない.

とはいえ日本の記録の総決算であ^る1/25万地質図幅
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第3図

北択捉鉱床群のチタン砂鉄鉱床分布図

1一現世砂洲･堆積段丘･砂丘･海浜含チタン

砂鉄層

2一現世潟堆積層

3一第四紀軽石層

4一第四紀海成段丘火山源岩･陸源岩層

5一第四紀安山岩一安山岩質玄武岩

6一新第三紀火山岩･火山源堆積岩層

7一海岸崖

I一オナイノ･モンベツ鉱床

皿一レィドヴォ鉱床

皿一ヴェトロヴオｰイ鉱床

w一カノネｰル鉱床

V一オケアｰン鉱床
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例によると珪砂)しか記されていないのであるからこの

鉱床はソビエトの誰かが発見し概況はわかっていたの

だろう.

その砂層は海岸にそって数km延長しr適当な｣幅を

もっているという･チタン砂鉄層を作っているのは

砂浜沿岸州堆積段丘で第1沿岸州は標高16m土で

もって海岸線に平行に伸びている･鉱床のほぼ中央部

に2帝の古砂州カミありこれは海岸線に対して幾らか斜

行しなカミら1.5-2km延長し標高は21m前後である.

この鉱床のチタン砂鉄鉱の性状は前記のオナイノ･モ

ンベツ鉱床のものとよく似ている･高品位鉱は鉱床の

東部に集っているカミ延長カミあまり大きくたい.

'､㌣ナカギヨジヨ盲ヒガツルチヤル

さらに浜中漁場一東留茶留地峡の太平洋岸にヴェト

ロヴォｰイカノネｰルオケアｰンの3鉱床カミある.

1924年に前述の神保小虎技師が確認した乙知志岬東方2

kmの砂鉄露頭はどの鉱床にも入れられてないようで

ある.

ヴェトロヴオｰイ鉱床これは湾岸自動車道カミンビェトに

ヒガシルチヤル

よって建設された際に発見されたもので東留茶留の西

2-3kmのところにある.鉱床は浜砂層および堆積

段丘上の1沿岸川砂層で構成され浜砂層の含砂鉄層の

延長はほぼ1km厚さは4m前後である.鉱物組成

など含チタン砂鉄層の性質･状態は前述のオナイハモ

ンベツ鉱床の場合と同じで富鉱部の平均Fe品位は20.

98%Ti02は3･51%V205はO･8%である.

カノネｰル鉱床は乙知念岬の酉に拡がる砂浜(ヴェトロヴ

イソヤ

オｰイ鉱床の西方6km付近)に才ケアｰン鉱床は磯谷岬の

東側に続く砂浜(ヵノネｰル鉱床の西方6km付近)にあって

含チタン砂鉄層の性状はいずれもヴェトロヴオｰイ鉱床

に劣っていないが如何にせん鉱量が多くないので稼

行価値なしとされている.両鉱床とも湾岸道路の建設

第4図択捉島オナイハモンベツ合チタン砂鉄鉱床の景観

(I.I.Gretsenko撮映)

工事で発見されたものらしい.

中択捉鉱床群は単冠湾(3a〃HBKacaTKa)の湾内のカサ

ｰトカ鉱床留別湾(Ky施H皿eBcK械3aハHB)の湾岸の

クイブイシェフ鉱床紗那湾(Kypn沁｡K励3a皿HB)の

海岸の紗郡(KypH肪｡K)鉱床で構成され1966年にそれ

ぞれ試錐を用いて探査された･この3鉱床のうち紗

郡鉱床は日本が1924年に露頭の概要を調査したことがあ

る･しかしほかの2鉱床は1946年以降にソビエトに

よって発見されたものである.

3鉱床とも形態上は砂浜と砂堤上のチタン砂鉄鉱床

で合チタン砂鉄砂層の性状は北択捉鉱床群の場合た

とえばオナイノ･モンベツ鉱床の場合に似ている･

この鉱床群の含チタン砂鉄砂層の鉱物組成はしかし

(i)磁鉄鉱･チタン鉄鉱ともに含有率が低いこと(それ

ぞれ6-8%と1%以下)

(ii)マｰクイトカミ存在すること(5-8%まれには

15%前後)を特徴としている.

第5図択捉島浜中漁場一東留茶留地峡の軽石堆積層

����潦啓卒癯�塘����

この鉱床群の砂鉱では含鉄品位が海側から陸側に

向って上昇するがそれは風による営化作用の結果であ

る･たとえばカサｰトカ鉱床では浜砂の砂鉄鉱のFe

品位が8･7-9･8%第1砂堤の砂鉄鉱のそれが11%第

2砂堤のそれカミ11.4%に変っている.

この鉱床群のチタン砂鉄鉱床はFe品位カミ比較的低

いので現状では稼行し難いだろう.

^トロワ争貞スッ

西択捉鉱廉群(第6図)は宇多須都湾(OムeccK姉3a刀HB)

ナイ

湾岸の宇多須都一オタシュツの浜のオデッサ鉱床と内

'保湾(3a∬HB凪｡6poeHaHam)湾岸の満萌(刀ec03a-

6aA)鉱床をまとめたものである.

両鉱床とも砂浜と低い堆積段丘に胚胎されその砂

層中には粒径0･16-O･25mmの磁鉄鉱(Fe69.7%)が含ま�
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択捉島金属鉱床分布図(Geo1ogyofUSSR,∀o1.XXXI,1977)

1一第四紀(α一雄績岩,b一火山岩)2一新第三系3一中新世･鮮新世貫入岩･噴出岩4一断層

5一火山(α一活火山b一休火山)6一カルデラ7一チタン砂鉄鉱床8一視鉄鉱鉱床9一その他の金属鉱床

れているほか火山ガラスの砕層中に塵状に包有された

磁鉄鉱も多い.その砂鉄鉱のFe品位は9.49-13.68%

(平均およそ11%)である.

溝萌鉱床は砂鉄層の延長カミ2,000m前後含砂鉄砂層

の厚さは平均して7mである･オデッサ鉱床は延

長･幅(140-160m)･厚さとも満崩鉱床よりも大き

レ､.

南択捉鉱床群(第6図)は択捉島(ocTp0BHTypyn)南

部の太平洋側にあるロカ湾の海岸(ビコｰノツ崎の北東側

と南西側の浜)に分布するチタン砂鉄鉱床を一括したも

のであるカミ実際上はビコｰノツ崎の北東3km付近の

ビコｰノツ(㎜xH0HTypyn)鉱床しかない｡

ビコｰノツ鉱床は1924年に前述の神保小虎技師が概査し

たもので1966年にソビエトが試錐を用いて精査した･

この鉱床は幅90m前後の細長い堆積段丘上の漂砂層中

にありその含チタン砂鉄砂層は厚さが最大5m鉱物

量トロワ

組成･化学組成･粒度組成は北択捉鉱床群の場合によく

似ている･この合チタン砂鉄砂層の平均Fe品位はほ

ぼ19%であるカミ鉱量は大きくない.

クナツ回クナシ田

南国後鉱床群(第ユ2図)は国後島の主に南部の太平洋側

一部が北部のオホｰツク海側と太平洋側の各海岸にある

チタン砂鉄鉱床を一括したものでその存在地としては

ト㌣凹ト1フッ

南から泊(F㎝0BHHm)海岸東沸(CepH0B0λcK)海

フル史ヤツフ'アドイヤ

岸古釜布(肥xH0-KypH肚｡K)海岸安渡移矢半島

(n0刀yOcTpOB皿｡則0Ba)東岸などである.その中で

もっとも有望な鉱床カミンビエトのいうヴェスロｰ鉱床で

ある.

ヴェスロｰ鉱床はソビエトかヴェスロｰ砂礫と名づけた

砂州に位置する.そのヴェスロｰ(Be㎝0一棲)がど

こかを示す地図がなくて困りはててしまった.平面

の形カミ焼を想わせる大きな砂洲としてはケラムイの砂

洲しかない咀一方国後島のチタン砂鉄鉱床を代表す

る鉱床のマｰクが羅臼山(By爪aHMeH八e刀eeBa)山麓

のオホｰツク海岸に一つだけ記した文献がソビエト側に

あるにはある･その図上の鉱床の位置は日本側の資

料ともほぼ一致する･それはケラムイとは一致したい.

ただしソビエト側の分布図は1968年目本側の資料は

1886年ヴェスロｰ鉱床の概況を記載した最新の資料は�
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1977年公表のもの.しかも羅臼山海岸には1/25万地

かい

形図(これより詳しいものカミ見当らない)でみる限り携の

形らしい砂洲カミあるにはある･シブチャリの砂洲であ

る.形ではないかもしれないカミともあれ筆者は

r独断専行｣位置をシブチャリの砂洲と推定した･

この鉱床のチタン砂鉄鉱の濃集帯は幅カミ300m前後

延長カミ約8kmで砂浜と砂州の堆積物に風の作用カミ加

った砂層申に胚胎され砂洲東端ではチタン砂鉄の濃集

帯の幅が700mに拡カミっている.含チタン砂鉄砂層

のFe品位は12-50%とかたり変動するカミ平均すればお

よそ18%になる.Fe品位50%狂いしそれに近い砂鉄

層は砂州の部分に集中し砂浜の部分では12-22%であ

る.なお含チタン砂鉄砂層は海面下にも拡がってい

て水深10m付近の海底でのその砂層のFe品位は4%

水深115m付近の海底では8%とたっている.

南千島チタン砂鉄鉱床生成域の中では以上のほかに

亨ルツプ

得撫島(0cTp0Bypyn)匁どにも小規模なチタン砂鉄鉱

サルツプ

床カ漁られている.得撫島の場合そのチタン砂鉄鉱

トヨタソト目クソ

床は床丹湾岸の床母川(pewaOx0THHH滅)と硫黄川

(peHKa凪｡po皿e肌｡)の両河口の間の砂浜と砂州(高距

ユO-12m)を作る成層した含チタン砂鉄砂層でその

延長は約2,000mである･

r1･2･中千島･北千島西チタン砂鉄鉱床生成域

この2城の区分は現在のところそれほど意味のあ

ポロムシルジムツユ

るものでは狂い.幌莚島(ocTp0BnapaMy㎜Hp)占敢

オソネ目クソ

島(0cTpoB皿yMmy)恩祢古丹島(ocTp0BOHeKOTaH)

などの砂浜と河口付近の砂層中に小規模なチタン砂鉄鉱

床カミみられる程度である.

ポ目ムシルクロｰブ

幌莚島では南端の黒武崎(肚IcBa㎝肚eBa)地区お

よび柏原(CeBepo-KypH肪｡K)一ウテスヌイ(yTecH就)

間の砂浜に含チタン砂鉄砂層カミみられる一

ジムシュオソネ1クソ

占取島と恩祢古丹島のものは鉱量が少なく問題に

なっていない.

I.1.3.海底砂鉄鉱床

今まで述べたのは主に海水位以上に存在する砂鉄鉱

床についてであった･千島列島の島々の沖合海底砂層

はチタン砂鉄鉱床として有望恋ものをもっていると考

えられその証拠もいくつか報告されている.ここで

は主な実例を紹介しておきたい｡

択捉島のプ回ストル湾(第8図)で1970年に行たわれた

調査の資料によるとオナイハモンベツ･レイドヴオ両

チタン砂鉄鉱床の海底延長部にはFe品位5-32%の合

チタン砂鉄砂層が拡がりバイブロピストン採泥器(口

径62mm)を用いた調査から上位に砂層下位に礫層

が分布すること含チタン砂鉄砂層は厚さが6m細粒

および中粒質で稼行可能なことカミ明らかになっている.

粒度別の磁鉄鉱･チタン鉄鉱含有率は粒径0.1一α25

mmの場合に最大となる.

このプロストル湾の海底含チタン砂鉄砂層(海面下4-

5m)に対して採鉱･選鉱･製錬試験が行われた.

採鉱方式は不明だカミFe8%の砂鉄鉱は磁力選鉱にかけ

られ500tの選鉱精鉱カミ得られ尾鉱は海中に自動的

に投棄された.その精鉱の化学組成はFe48.6-53.O

%(平均50,8%)P2050.25-O.44%(平均0.30%)Si02

11.8%A1･O･3.1%でそれにTi0･とV･O･も含まれ

含水率は1.45-2.10%(平均1.81%)であった･この採

鉱と選鉱のテストには専用船が用いられ製錬テストは

ソ連科学アカデミｰウラル支部化学･冶金研究所で行な

われよい結果カミ得られた模様である･

さらに千島列島の若い火山の海面下の緩斜面には膨�
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策8図

択捉島プロストル湾底質表層中の等Fe含有率

線図(Geo1ogyofUSSR,vo1.XXXI,1977)

1一等Fe含有率線(%)

2一等水深線(m)

3一沿岸崖

4一第四紀軽石層

5一海浜･堆積段丘･砂丘含砂鉄層

6一チタン砂鉄層

I一オナイノ'モンベツ鉱床

I一レイドヴォ鉱床

E昌1Eコク夏蜜3医ヨ4匿麺5〔口8

大な鉱量のチタン砂鉄鉱が分布すると考えられすで

チ!ホイ}ツワ

に知理保以島(ocTp0B哩pHHeBpaTb兄)松輪島

(ocTpOBMaTya)羅慮和島(ocTp0BPacmya)の水深

40m以浅の海底斜面の砂層中にチタン鉄鉱と磁鉄鉱が含

有されその砂鉱のFe品位が11%前後であることも知

エト目フウタスツナイボ

られている.そして択捉島の宇多須都湾と内保湾

国後島のヴェスロｰ鉱床の沖の海底斜面にはそれぞれ大

量の合チタン砂鉄砂層カミありそのFe品位は7-10%

ところによっては12-15%に達している.

互.2.堆積型褐鉄鉱鉱床

択捉島散布半島散布火山の侵食カルデラ中にある知布

ポ目

幌(肋M0HHT0BH覚KacKa凪)鉱床が現状では千島

列島最大の褐鉄鉱鉱床である.

そのカルデラは散布半島(n㎝yocTp0B吻pHn)火山

山塊の西斜面にあって鉱床はオホｰツク海岸から東2

k㎜に位置する.この鉱床の西端の露頭を明治24年に

前述の神保小虎技師が発見したといえるだろう.この

カルデラ中には幾つかの浅い湖が存在しその最大のも

のは直径が約300m水深が最大8mである.これら

の湖底にそれぞれ褐鉄鉱が沈殿しその鉄分は酸性冷泉

(pH3)から供給されその最大の冷泉の湧水量は約60

1/秒でその水に188mg/1のFeoと75㎜g/1のA1カミ含

まれている.このカルデラでは毎日ほぼ1tの褐鉄

鉱が沈殿している計算になるという.湖底の現在の褐

鉄鉱鉱層の厚さについて10-12mに達しているという説

と2mとする説があるカミ後者が有力である.

褐鉄鉱そのものはきわめて純粋たものであるカミ分光

分析によると微量のMn･V･Niを含む.探査鉱量

は50万tで鉄鉱としての稼行価値はないが顔料とし

ての利用が考えられている.

これと同じような褐鉄鉱鉱床が択捉島南西端のベルタ

クナシ叩

ルベ火山(By爪aHBepyTapy6e)の北東山腹国後島

ラウスシヤスコタン

羅臼火山の北東火口原捨子古丹島(ocTp0B皿Ha㎜K0一

ユカ'レ平ケトイ

TaH)越渇磨島(ocTp0B∂KapMa)計吐夷島(ocTp0B

KeT0貴)字志知島(ocTp0By㎜H皿卯)新知島(0cTp0B

CHM皿Hp)などにもみられるカミ今のところいずれも

第9図幌延島の白瀬川河口,

袴腰山火山の岩石から溶脱された鉄が

褐鉄鉱となってここに沈殿している.

���畤楣����



稼行価値はない.

I亙非鉄金属鉱床

1954年から千島列島の参金属鉱床の分布法具1』性につい

タナツリ

ての長期調査研究計画か実施され1961-1962年に国後

島のヴァレンチナ鉱床とろうそく岩鉱床が探査されさ

エトロフウルップポロムシル

らに探査対象は択捉島得撫島幌延島などに拡大さ

れていった.

II.1.銅鉛亜鉛の鉱床

クナシ切

参金属鉱床は主に国後島北部西側に知られているカミ

ュトロワ盲ルツブポロムシルジムシ^

択捉島得撫島幌莚島占取島にもいくつか存在す

る.

ヴァレンチナ鉱床は国後島のヴァレンチナ湖(日本名オン

ネ湖?)近くオホｰツク海岸から1.5kmのところにあ

る･1945年以前の調査資料にこの鉱床を記載したもの

が見当たらず位置については確認できないカミンビエ

ト側の粗い鉱床分布図からみると該当する湖はオンネ

湖しかない一

鉱体は変質のいちじるしい流紋岩石英安山岩安

山岩と各種の凝灰岩中に胚胎されこの母岩中には珪質

岩の薄層がみられる･この母岩岩層は中新統下部階の

クナシル累層に入れられ北海道などで緑色凝灰岩層と

して一括されている岩層と同じものとのことである.

そうであればこの岩層は我が国でいうイリリブシ層群

に相当する.

鉱床は背斜翼部に位置し2鉱体から在りいずれも

急使斜･レンズ状を呈する･主鉱体は延長が150m以

上で試錐着鉱部分での厚さは大きくない･第2鉱体

は小さい･主鉱体と母岩との接触部周辺はプロピライ

ト化され黄鉄鉱その他の硫化物や重晶石に富む.主

鉱体との直接接触部には黄鉄鉱その他の硫化物の微細

な鉱染体を伴った重晶石濃集帯が発達しこの濃集帯と

鉱体との接触面は鮮明である.

この鉱床の鉱石には2種のタイプのものがある.

1は主に閃亜鉛鉱･方鉛鉱･重晶石から成る暗色･

綾密･細粒質の鉱石で黄銅鉱･輝銅鉱･四面銅鉱･メ

ルニコバイト･輝安銅銀鉱などを伴い脈石鉱物として

重晶石のほか石膏･石英･玉髄･緑泥石･絹雲母･方解

石などを随伴する鉱石である･上鉱と思われる塊鉱は

Cuか0.78%Pbカミ1.70%Znが12.82%で分光分

析によるとごく少量のMo･Cd･Ga･Ge･Agなども

認められる.

もう一つのタイプは角礫状構造･黄色の鉱石で主

に黄鉄鉱と黄銅鉱から成り少量の閃亜鉛鉱･方鉛鉱な

第10図国後島羅目火山北東火口原中に沈殿

している褐鉄鉱.

���畤楣汝���

第11図

得撫島の北端一島尾崎(東雲峰).崖

に岩脈カ視える,

(K.N.Rudkin,ユ978)�
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第12図国後島金属鉱床分布図(GeologyofUS.
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1一第四紀火山類2一第四紀堆積岩類

3一新第三系4一中新世貫入岩類

5一断層

6一火山(α一活火山,b一休火山)

7一熱水性金属鉱床8一チタン砂鉄鉱床

9一視鉄鉱堆積鉱床

チタン砂鉄:

1一安濃移矢東岸2一ヴェスロｰ鉱床

3一束沸海岸4一泊海岸

鉄鉱鉱床:

5一羅臼鉱床

銅･鉛･亜鉛鉱床1

6一ルノレイ鉱床7一ヴァレンチナ鉱床

金･銀鉱床

8一無名の鉱床9一千島鉱山西鉱床

10一千島鉱山東鉱床

水銀鉱床

ユ1一メンデレｰエフ鉱床

とを伴う一その上鉱の平均品位に関する資料もあるに

はあるカミ高すぎて信じ難い.

さてこれらの鉱石だか第1のタイプはr黒鉱｣を

第2のタイプはr黄鉱｣を思わせる.ソビエトでも

この鉱床は黒鉱鉱床とされている.

鉱体は酸化作用をほとんど受けてい狂い.ただ

地表露頭部の硫化物鉱石か白鉛鉱硫酸鉛鉱黄鉄鉱

たどを随伴した重晶石の淡色･ルｰズ･細粒質崩砂に変

化しているだけである.

参金属鉱床としては今のところこの鉱床が千島列

島最大のもので国後島の北部･中部のクナシル累層発

呈トロフポ回ムシル菅ルツフ･

達地域だけで在く択捉島幌延島得撫島の中新統

緑色凝灰岩類発達地域にも同様な鉱床の存在が期待さ

れている.

ルルイ(凪OKHaeB)鉱床は国後島の北部西側を走る山脈

(xpe6eT皿0KqaeBa日本名不詳)の北端の山麓ルルイ

岬(M団C凪｡肥aeBa)の南東ルノレイ湾の湾岸近くの中

央部から東部にかけて拡がっている.

明治27年11月1目に採掘許可カミおりた備中伝助なる

人の秩苅則村字ルルイの銅･銀･鉛鉱床(採掘鉱区30万坪

ほかに試掘鉱区102.9万坪)は本鉱床の一部であると思わ

れる.

鉱床付近はある程度熱水変質作用を受けたクナシル

累層火山源岩類から成り同岩層中に多数の安山岩と玄

武岩の岩脈岩頭不規則岩体が分布する･そして

多数の断層にきられて複雑な形態を示す背斜の東翼に

本鉱床カミ位置するものと考えられている･

この鉱床は硫化鉄その他の金属硫化物を伴った多数

の石英脈で構成されとくにその石英脈が集中している

区域カミ2区あって北側の集中区が北鉱床南側のもの

が南鉱床とよばれている.

北鉱床:これはオホｰツク海岸のシュピリ岬(ルノレイ湾

の東端に突出する岬日本名なし)近くにあって海岸に平

行に1,500mほど伸びる面積O曲3k㎜2の範囲に28条の

黄銅鉱一閃亜鉛鉱一方鉛鉱(一黄鉄鉱)石英脈が分布し

石英脈は少量の斑銅鉱･輝銅鉱と輝銀鉱も伴っている.

これらの鉱脈は大部分カミ急僚斜し垂直に近く幅は狭

い(5-7.m)カミ70-80m延長している.一般に鉱

石鉱物は石英脈の中央部に集中しとくに中心部には方

鉛鉱が分布する.

南鉱床:これはスヴィンツォヴィ川(日本名不詳)の河口

近くにあって少なくとも6条の北鉱床と同じようた�



一43一

タイプの鉱脈で構成されている.スヴィンツォヴィ川

の左岸の急崖に比較的規模の大きい鉱脈が露出しその

走向はNW-SEでNEに急傾斜しそのうちの1体

は走向延長が短かく鉱のう状である･これら比較

的大型の鉱脈は幅カミ5-16cm膨大部で40-50cm

走向延長80-100m(?)便斜延長40-50mで深く

たっても幅がめだって小さくはならない.そのうちの

1条は地表からほとんど採掘ずみだという.手もと

の1914年以降の我カミ国の統計資料には該当する記録カミ

狂いからそれ以前の採掘であろうカミ必ずしも前述の備

中伝助氏によるものとも言いきれない.それを証明す

る記録カミ見当ら匁いのである.ソビエトカミ採掘したも

のでないことはソビエト自身カミ明かにしている.

なお南鉱床の鉱脈も鉱石鉱物が鉱脈の中央部に集中

し平均試料(溝サンプリング試料)の品位はPb3.9-

���渴�㌭��������╆收��

9.13%である.

ルルイ鉱床は典型的な浅熱水型の鉱脈であるが稼

行価値は今のところなさそうである･しかし比較

的規模の大きい潜頭鉱脈カミ存在する可能性はなくも祖

レ､.

クナシ切

以上のほか国後島の前記山脈(xpe6eT皿0KHaeB)

地域の中新統強変質岩の発達地区にろうそく岩鉱床

(HpH6pexH0eMecT0po糊eHHe)など3体の参金属鉱

床があり硫化物の鉱染鉱体と鉱のう黄鉄鉱･方鉛

鉱･閃亜鉛鉱･黄銅鉱だとの硫化物を含んだ石英脈で構

成されている.しかしいずれも低品位･小鉱量で

稼行価値はない.

恩根萌(しIHcTa兄Pe岨a)鉱床は択捉島の東北部オホ

オソネモェギョジ目1

一ック海岸の恩根競漁場(Hoc前0KしIHcTa見Pe冊a)

南東1km付近に位置しオホｰツク海岸にほぼ平行す

る幅1.3kmの熱水変質岩帯(クナシル累層)中にある.

鉱床は細脈一鉱染鉱体で構成されている.高品位鉱

体はチストイ川(日本名不詳)河口の南西1.3kmのとこ

ろにあってプロピライト化安山岩に胚胎され幅0.5

-5c㎜の石英脈･石英細脈が15条以上認められ濃密鉱

染体を伴ない鉱石鉱物としては閃亜鉛鉱･方鉛鉱･黄銅

鉱カミほぼ等量含まれていて上鉱の品位はZn13.60-

26.44%Pb8.30-8.70%Cu0.41-0.86%であり

微量成分としてAg･Cd･V･Ba･Inに富んでいる.

低品位鉱染鉱体では黄鉄鉱が比較的多く含まれている･

ゴルプシ鉱床は1964年に発見された択捉島の南部ゴ

ルブシ川(日本名不詳)の上流にある参金属鉱床で鮮新

世(P)プロピライト化安山岩と凝灰岩に胚胎されてい

る.

鉱床は2条の幅2-5cmの閃亜鉛鉱一方鉛鉱一黄銅

鉱一黄鉄鉱一石英脈とその周縁の鉱染体から成り硫化

物を細かく鉱染した多くの石英細脈(厚さ数mm-2cm)

に切られている･鉱化帯は30-40m追跡できる･

上鉱の品位はPbがO.5-3.5%Znが2.3-486%

CuカミO.025-0.2%である.

ウルツフ｡ホ,

エｰジュヌィ鉱床は得撫鳥(0cTp0Bypyn)南西端の蓬

ライ

莱半島(m皿y㏄Tp0BBaH一凪ep一服用)にあって参金

属鉱体の分布範囲は80km2に達している.その中でも

とくに鉱脈が集中するのは鷲ノ巣湾(6yxTaTeT見eB)

一蓬莱湾(6yxTaπec0HHa見)地区のオホｰツク海岸帯

の延長8k㎜にわたる地帯(幅は平均2.5km)でその地質

は閃緑野岩･斜長流紋岩･安山岩の火山底岩体にきら

れた酸性と中性の火山源岩火山源堆積岩で構成され

岩石はザｰパドヌィ大型断層にそって熱水変質作用を受

けている.

鉱床は石英一絹雲母岩中のレンズ状細脈一鉱染鉱体と

各岩層中の硫化物一石英脈から成り主な鉱石鉱物は黄

鉄鉱とメルニコバイトで少量の黄銅鉱･方鉛鉱･閃亜

鉛鉱を伴う.レンズ状鉱体の規模は小さく1鉱体の

延長は数m程度でCuα60%Pb0.03%ZnO-2%

Mo0･0011%であるが硫化鉄鉱に宮むレンズ状鉱体の

場合にはCuか2.60%PbがO,98%Znカミ0,004%

MoカミO.0016%である.

硫化物一石英脈は走向NE-SWとNW-SEの裂か

に胚胎され傾斜は45-90｡である･本鉱床には約40

条の鉱脈カミありその幅は0.1mのものから3.5mのも

のまであるが多くは0.6-0,9mである.これらの

鉱脈は二次珪岩中に平行に近いパタｰンで配列し個々

の鉱脈の走向延長は最大150mである.主な鉱石鉱物

は黄鉄鉱黄銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱で鉱脈中でそ

の鉱石鉱物の分布は深さとともに変化カミ激しく鉱石の

品位はCuが0.12一τ8%Pbが｡.07_2.7%Znが

0.06-2.8%である.なおその閃亜鉛鉱はCdとGe

に富んでいる｡

ウルツフ.

以上のほか得撫島には中部の太平洋側にドヴ茅イ

ノイ鉱床(黄鉄鉱鉱染鉱体と同鉱のう4条の黄銅鉱一方鉛鉱一

閃亜鉛鉱一石英脈)北端の東雲原半島(m刀yocTp0BKacT-

pHKyM)にツマｰン鉱床(閃亜鉛鉱一黄銅鉱鉱のう一鉱染鉱床)

中部のオホｰツク海岸近くにネプロイデシ鉱床(5条の

黄銅鉱一輝銅鉱一石英脈)がある.いずれも部分的には比�
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策13図幌莚島荒川岳火山(V-I.Fedorchenkoetal｡ユ975)

較的高品位であるカミ規模カミ小さくて稼行に値し校い.

さらに新知島(ocTp0BCHMym即)にはフォレリ

川中流地区に銅鉱床ドゥｰシュナヤ湾･スレドニｰ湾

地区に銅･亜鉛鉱床マｰラヤ湾沿岸地区に銅鉱床新

如火山(By爪aHMH肪Ha)に黄鉄鉱鉱床ネルボチェ

カ岬に黄鉄鉱鉱床マｰラヤ湾の南に方鉛鉱一閃亜鉛鉱

鉱床カミあるがいずれも低品位･小鉱量で問題になら

ない.

ナソネ目クソ

恩祢古丹島(ocTp0BOHeK0TaH)にはアンギルビ川

河口近くに黄銅鉱の小露頭がみられるだけである.

幌莚島(ocTp0BπapaMy㎜叩)には比較的詳しく

調査されたリフォｰヴィ鉱床と概査ずみのラｰドゥガ鉱

床がある.

リフォｰヴィ鉱床はリフォｰヴィ岬(日本名不詳)の南の

料では

Zn品位カミ35.3%

太平洋岸地区にあって南2.5km付

近と南1km付近の2地区に分れそ

れぞれの延長は300m前後幅は数10

mである.

鉱体は強い熱水変質を受けた一

般に厚さ数m程度の変質帯中に存在す

る閃亜鉛鉱方鉛鉱メノレニコバイ

トときにはそれらに黄銅鉱と黄鉄鉱

が知った鉱染鉱体小鉱のう細脈

群で幅4cmと10cmの級密方鉛鉱一

閃亜鉛鉱細脈も認められる･脈石鉱

物は石英玉髄重晶石である.

鉱石はコロボｰム構造を備え激密

方鉛鉱一閃亜鉛鉱細脈から採取した試

Pb品位カミ16.92%であった.

ラｰドゥガ鉱床はクノレゼンシュテノレン岬(日本名不詳)の

南西1.3km太平洋岸地区にある.

鉱床は珪長岩の岩脈にきられた中新世一鮮新世の

噴出岩一凝灰岩類に胚胎され鉱体は大量の黄鉄鉱を

伴った閃亜鉛鉱･方鉛鉱･黄銅鉱の小鉱染体群と細脈灘か

らなっている.鉱染体は母岩の幅80血前後の鉱化帯

中にかなり均等に分布し幅1-3cmの開放割れ目中

では良型の閃亜鉛鉱方鉛鉱黄鉄鉱の結晶が産出し

その割れ目の壁面は無色透明な石英の群晶に蔽われてい

る.

上記の鉱化帯は高さ10-20mの海岸の断崖と構造段

丘に露出する･しかし鉱化帯の走向延長は北が海

底段丘のルｰズた地層に蔽われ南が太平洋の海面下に

没するためまだ明らかに狂っていない.

占取島の北東部では,中新統下部階のプロピライト化

第14図国後島茶茶岳火山を背にした海浜の景観

�����捨�歯整�����

岩層発達地区に硫化物鉱の露頭群がありま

たコシュキナヤ川(日本名不詳)の谷では

珪岩中に閃亜鉛鉱鶏冠石雄黄輝水鉛

鉱の鉱染体がみられる･これ以上の情報は

見当らない.

II.2.モリブデン鉱床

千島列島で初めてモリブデン鉱床カミ発見さ

れたのは1959年のことである･G.M.ウ

ラソフという人が幌莚島雲霧山火山(By爪aH

Kap㎜HcK刺の変質岩発達地区で微小鱗状

輝水鉛鉱の鉱染鉱体を発見したのである.

さらに幌莚島では荒川岳火山(By爪aH

Bep則｡K嚇)と鞍ケ岳火山(By瓜aH肋0ハa一�
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Be叫)の火山岩中でも輝水鉛鉱が発見

されている･ビリビン火山(日本名不

詳)の休噴気孔部分では自然硫黄と

密雑した輝水鉛鉱の大型鱗状集合が生

じている.しかしいずれの場合も

稼行価値はない.

千島列島では最大のモリブデン鉱床

エト戸フ盲エソ

は択捉島にある.この鉱床は植

別山火山(By爪aHBypeBecTHH1く)の

噴火口のガス･熱水活動によって生じ

吉呈ソベツ

たもので植別山火山岩津丘の火口周

辺部の強珪化変質岩体申に胚胎されて

いる.

第15図

国後島羅目山火山(K.N.Rudich,1978)

鉱床を規制しているのは東西性と北酉一南東性の裂か

系でその裂かの交叉部では自然硫黄と硫化鉄カミ濃集す

る･北西一南東性裂か系は一般に幅1-5cmの平

行した輝水鉛鉱一石英脈系および大型鱗状輝水鉛鉱と細

粒質の石英･蛋白石･硫化鉄の集合に充填され幅25-

30cmの鉱化帯を形づくっている.

鉱化岩体は縞状ないし微角礫状構造を示し鉱化部の

Mo品位はO,OO02-0.32%(平均O.011%)であり輝水鉛

鉱の大きさは一般にα2-0-3cmをこえない.

千島列島最大のモリブデン鉱床とはいえこの鉱床は

稼行価値をもってい狂い･

H.3.水銀鉱床

千島列島では辰砂の鉱徴カミかなり広く分布している.

幌延島ではトウノ･ルカ川(日本名不詳)とストレラｰ

第16図

千島列島での牧畜の一端

(｢刀;a刀bHH首BocT0K｣,1970)

第17図

千島列島での農耕風景

(｢八a刀bHH直BocT0K｣,

ユ970)�
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川(同)の河成層に辰砂粒(重鉱物精鉱中に50-100粒)カミ含

有され雲霧山火山西斜面の河成層ではさらに多く認め

トトロキ

られ品川(peKaB㎝b㎜a見)の河成層からは辰砂が閃

亜鉛鉱と共存する.

サルツプ

得撫島ではフルリｰヴァヤ川(日本名不詳)ヴォド

ハｰド川(同)カメニｰスタヤ川(同)択捉島ではル

クナシリ

イバｰク川盆地(同)国後島ではゾｰロト川(同)

ザリｰフ川(同)ペレヴアｰル川(同)恋との各河成層

から辰砂粒が産出する･

メンデレｰエフ鉱床は国後島羅臼山火山(By爪aHMeH一

八e刀eeBa)の硫気孔活動地区にある現世の辰砂沈殿体

である.

そこでは辰砂と准辰砂が硫化物と蛋白石に富んだ熱

水変質岩(珪化岩)中にメルニコバイトと黄鉄鉱を

伴って分布しかなり均等な鉱染状態の微細鉱染鉱体カミ

形づくられている･そして鉱体(熱水変質岩)のHg品

位は平均O.3%に達する.硫化鉄の酸化と溶脱に当っ

ても変質岩申の辰砂は細かな八面体結晶の形で残留し

肉眼でもはっきり認められHg品位はO.1-1.0%に達

している.

この鉱床に対する探査は今からであろうが現在のと

ころでは鉱量が少なくて稼行価値に乏しい.

I亙.4｡金･銀鉱床

千島列島の金･銀鉱床は国後島と択捉島にある.

国後島には北部に少なくとも3鉱床ありてうち1鉱床

(ルルイ岬の南西ユ0km付近オホｰツク海津から1.5km)は

クナシル累層に胚胎された合金･銀石英脈でありまだ

露頭しか知られていない.残る2鉱床はルルイ岬の南

西21km付近オホｰツク海岸から1-3庄mのところに

接近して分布する(千島鉱山).

第18図

吹雪のあとの国後島古釜布の町並(1960年)

今日では日本時代の面影はないという｡

(｢今日のソ連邦｣誌から)

千島鉱山はかつて昌徳鉱業株式会社によって開発され

1935年に720t(鉱夫43名)1936年不明1937年に2,229t

(66名)1938年に1,004t(43名)1940年に1,650t(鉱夫

数不詳)の金銀鉱を産出した.

鉱山は東西2鉱床を採掘し鉱床はいずれも自然金と

銀鉱物を伴った浅熱水性石英脈群で中新世中期の花嵩

岩に胚胎されている曲石英脈中には黄鉄鉱閃亜鉛

鉱方鉛鉱黄銅鉱硫砒鉄鉱恋ども存在する由自然

金は黄鉄鉱が鉱染する新第三系火山源岩層中にも生じて

いると考えられているが実証されないまますでに休

山して久しい.

択捉島には少なくとも南部に近い太平洋岸地区に1

鉱床(人里節の南西3次㎜)があり鮮新世安山岩中の合金

石英脈から成っているカミ露頭調査以上のことはまだ行

われてい匁い.

千島列島でかつて日本が開発･生産した鉱物資源は

第19図

択捉島単冠湾の浜･写真は1972年11月20貝強風にあおられて

座礁した根室市のカレイ刺し網漁船,第5常磐丸(29t),乗組員

は全員数功され,同月27日帰国した(｢今日のソ連邦｣誌から)

金･銀鉱銅･鉛･亜鉛鉱硫化鉄鉱そし

て硫黄鉱でとくに硫黄鉱業は盛であった.

現在千島列島は事実としてソビエトの治下

にあり我が国と鉱物資源事情をいちじるし

く異にするソビエトは千島列島の鉱物資源

σ坤では石油と天然ガスを期待しとくに硫

黄とチタン砂鉄に注目しているように見受け

られる.しかし現状は全体として一通り

調査してみたいというところであろうか･

硫黄硫化鉄鉱燃料鉱物資源などについ

てはまたの機会としたい･

(おわり)�


